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(57)【要約】
【課題】雨等に関する快適性と乗車姿勢に関する快適性
とを高いレベルで両立させた鞍乗型車両を提供する。
【解決手段】フロントカバー体３０の後側カバー３１は
、フットボード２０の前方にて前方斜め上向きに延びる
足載壁３５と、側面視で足載壁３５の上端から後方へ突
出する突部４０とを有している。側面視において、前記
突部４０の後端４０ｃは、後側カバー３１の上側の後端
と下側の後端とを繋いだ線よりも前方に位置するととも
に、後側カバー３１の上側の後端と下側の後端との上下
方向の中間位置よりも上方に位置している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前輪と、
　前記前輪を支持するフロントフォークと、
　前記フロントフォークを回転可能に支持するヘッドパイプと、前記ヘッドパイプから後
方斜め下向きに延びるダウンフレームと、前記ダウンフレームの下部から後方に延びる下
部フレームと、前記下部フレームの後部から後方斜め上向きに延びるシートレールと、を
有する車体フレームと、
　前記シートレールの上方に配置されたシートと、
　少なくとも一部が前記シートの下方かつ前方であって前記下部フレームの上方に配置さ
れたフットボードと、
　前記ダウンフレームの上方および前記ヘッドパイプの後方を覆う後側カバーと、前記ダ
ウンフレームの下方を覆い、前記前輪の上方に位置する下側カバーと、前記下側カバーの
上方で前記ヘッドパイプの前方を覆う前側カバーとを有し、前記フットボードの前方に設
けられたフロントカバー体と、を備え、
　前記後側カバーは、前記フットボードの前方にて前方斜め上向きに延びる左側および右
側の足載壁と、側面視で前記各足載壁の上端から後方へ突出する突部とを有し、
　前記突部の後端は、前記後側カバーの当該突部を含む水平断面において最も車両幅方向
の外方に位置し、
　側面視において、前記突部の後端は、前記後側カバーの上側の後端と下側の後端とを繋
いだ線よりも前方に位置するとともに、前記後側カバーの上側の後端と下側の後端との上
下方向の中間位置よりも上方に位置している、鞍乗型車両。
【請求項２】
　前記左側および右側の足載壁は、水平面に対する傾斜角度が互いに等しい、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【請求項３】
　前記フロントカバー体の前記突部における車両幅方向の外方の表面に、斜め上方に凹ん
だ段差部が形成されている、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【請求項４】
　前記後側カバーの前記突部の後端は、側面視において前記前輪の後端よりも後方に位置
している、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【請求項５】
　前記後側カバーの突部は、正面視において前記フロントカバー体のうち最も車両幅方向
の外方に位置している、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【請求項６】
　前記足載壁の上面に凹凸が形成されている、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【請求項７】
　前記前輪は、リムと、前記リムに取り付けられたタイヤとを有し、
　前記下側カバーの前端は、前記リムの前端よりも前方に位置している、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【請求項８】
　前記下側カバーの前端は、前記前輪の上端と略等しい高さに位置している、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は鞍乗型車両に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スクータ型車両等の鞍乗型車両において、シートの下方に配置された略水平に延びるフ
ットボードと、フットボードの前方に配置され、前方斜め上向きに延びるレッグシールド
とを備えたものが知られている。
【０００３】
　特許文献１には、前輪の上方を覆う泥除け部とレッグシールドとを有するフロントカバ
ー体を備え、レッグシールドの裏側に、ライダーの足が載せられる足載部が設けられたス
クータ型車両が開示されている。特許文献２には、レッグシールドを有するフロントカバ
ー体と、フロントカバー体と別体で前輪と共に動く可動型のフロントフェンダーとを備え
、レッグシールドの裏側に足載部が設けられたスクータ型車両が開示されている。
【特許文献１】台湾特許公開公報第２００６２６３８６号
【特許文献２】特開２００４－１１６３７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　図１９（ａ）に模式的に示すように、特許文献１に開示されたようなスクータ型車両で
は、フロントカバー体１５１と別体のフロントフェンダーを設ける必要がないので、レッ
グシールド１５２をより前方に配置することができる。また、足載部１５３の水平面から
の傾斜角度θを比較的小さく抑えることができ、足載部１５３の傾斜を穏やかにすること
ができる。このような構成により、シート１５５に着座した乗員１６０は、膝の屈曲角度
および足の屈曲角度を大きく確保することができ、脚を比較的伸ばした状態で乗車するこ
とができる。したがって、乗車時の快適性を高めることができる。しかし、前輪１５４か
ら巻き上げられる水や泥、またはフロントカバー体１５１の前部に当たった水や泥などが
、走行風によってレッグシールド１５２の裏側へ回り込み、乗員１６０の脚に当たる可能
性が高いという課題がある。そのため、雨や泥がかかりにくいという点での快適性（以下
、雨等に関する快適性という）が、十分に高いとは言い難い。
【０００５】
　一方、図１９（ｂ）に模式的に示すように、特許文献２に開示されたようなスクータ型
車両では、可動型のフロントフェンダー２０５が設けられ、また、フロントフェンダー２
０５の設置スペースの分だけレッグシールド２０２がより後方に配置されている。そのた
め、水や泥などがレッグシールド２０２の裏側に回り込みにくく、雨等に関する快適性が
十分に高い。しかし、レッグシールド２０２がより後方に位置しているため、足載部２０
３の水平面からの傾斜角度θを大きくしなければならず、足載部２０３の傾斜が急になっ
てしまう。そのため、シート２１０に着座した乗員２６０の膝の屈曲角度が小さくなると
ともに、足の屈曲角度も小さくなってしまう。したがって、楽な乗車姿勢をとることがで
きるという点での快適性（以下、乗車姿勢に関する快適性という）が、十分に高いとは言
い難い。
【０００６】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、雨等に関
する快適性と乗車姿勢に関する快適性とを高いレベルで両立させた鞍乗型車両を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る鞍乗型車両は、前輪と、前記前輪を支持するフロントフォークと、前記フ
ロントフォークを回転可能に支持するヘッドパイプと、前記ヘッドパイプから後方斜め下
向きに延びるダウンフレームと、前記ダウンフレームの下部から後方に延びる下部フレー
ムと、前記下部フレームの後部から後方斜め上向きに延びるシートレールと、を有する車
体フレームと、前記シートレールの上方に配置されたシートと、少なくとも一部が前記シ
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ートの下方かつ前方であって前記下部フレームの上方に配置されたフットボードと、前記
ダウンフレームの上方および前記ヘッドパイプの後方を覆う後側カバーと、前記ダウンフ
レームの下方を覆い、前記前輪の上方に位置する下側カバーと、前記下側カバーの上方で
前記ヘッドパイプの前方を覆う前側カバーとを有し、前記フットボードの前方に設けられ
たフロントカバー体と、を備え、前記後側カバーは、前記フットボードの前方にて前方斜
め上向きに延びる左側および右側の足載壁と、側面視で前記各足載壁の上端から後方へ突
出する突部とを有し、前記突部の後端は、前記後側カバーの当該突部を含む水平断面にお
いて最も車両幅方向の外方に位置し、側面視において、前記突部の後端は、前記後側カバ
ーの上側の後端と下側の後端とを繋いだ線よりも前方に位置するとともに、前記後側カバ
ーの上側の後端と下側の後端との上下方向の中間位置よりも上方に位置しているものであ
る。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、雨等に関する快適性と乗車姿勢に関する快適性とを高いレベルで両立
させた鞍乗型車両を実現することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　＜実施形態の構成＞
　図１に示すように、本実施形態に係る自動二輪車は、スクータ型車両１である。ただし
、本発明に係る自動二輪車は、スクータ型車両１に限定されず、他の自動二輪車であって
もよい。以下の説明では、前、後、左、右の方向は、スクータ型車両１に乗車する乗員１
００（図１６参照）から見た前、後、左、右の方向をそれぞれ意味するものとする。図１
における符号Ｆｒは前方を表す。
【００１０】
　スクータ型車両１は、車体フレーム２を備えている。車体フレーム２は、ヘッドパイプ
２ａと、ヘッドパイプ２ａから後方斜め下向きに延びるダウンフレーム２ｂと、ダウンフ
レーム２ｂの下部から後方に延びる下部フレーム２ｃと、下部フレーム２ｃの後部から後
方斜め上向きに延びるシートレール２ｄとを備えている。
【００１１】
　下部フレーム２ｃには、下方に突出するブラケット１４が設けられている。このブラケ
ット１４には、ピボット軸１５を介してエンジンユニット５が取り付けられている。この
ように、エンジンユニット５の前端部は、ピボット軸１５を中心として上下揺動可能とな
るように車体フレーム２に支持されている。すなわち、エンジンユニット５は、いわゆる
ユニットスイング式のエンジンユニットである。シートレール２ｄの後端部には、上側リ
アクッションブラケット１２が設けられている。この上側リアクッションブラケット１２
とエンジンユニット５の後端部との間には、左右一対のリアクッションユニット９が配置
されている（図４参照）。すなわち、エンジンユニット５の後端部は、リアクッションユ
ニット９を介して車体フレーム２に支持されている。
【００１２】
　エンジンユニット５は、エンジン本体５１と、エンジン本体５１の車両幅方向の一側部
分から後方に延びる変速機ユニット５２とを有している。図示は省略するが、エンジン本
体５１は、クランクケースと、このクランクケースから突出するシリンダと、このシリン
ダ内に配置されたピストンと、クランクケース内に配置され、コンロッドを介して上記ピ
ストンに連結されたクランクシャフトとを備えている。変速機ユニット５２は、変速機ケ
ースを兼ねるリアアーム５２ａと、リアアーム５２ａ内に配置され、上記クランクシャフ
トから駆動力が伝達される変速機本体と変速機本体に連結される遠心クラッチとを備えて
いる。なお、変速機本体の種類は特に限定されず、Ｖベルト式無段変速機、歯車式の変速
機等を好適に用いることができる。変速機本体は後輪５３の車軸に連結されている。この
ような構成により、エンジン本体５１の駆動力は、変速機ユニット５２を介して後輪５３
に伝達される。後輪５３は、エンジンユニット５と一体となって揺動する。エンジンユニ
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ット５および後輪５３は、車体フレーム２に対して揺動可能な揺動体を構成している。な
お、符号５６はエアクリーナを表し、符号１３（図２参照）はマフラーを表している。
【００１３】
　ヘッドパイプ２ａには、フロントフォーク３が回転自在に支持されている。フロントフ
ォーク３は、前方斜め下向きに延びている。フロントフォーク３の下端部には、前輪６が
回転自在に支持されている。フロントフォーク３の上端部には、ハンドル１６が取り付け
られている。
【００１４】
　スクータ型車両１は、シートレール２ｄの上方に配置されたシート４を備えている。シ
ート４の前側部分の裏側には、ヒンジピン４ａが設けられている。シート４は、このヒン
ジピン４ａを中心に上下に回転可能である。
【００１５】
　シート４の下方には、収納箱１８およびバッテリボックス１１が配置されている。バッ
テリボックス１１は収納箱１８の後方に配置されており、バッテリボックス１１の内部に
はバッテリ１１ａが収納されている。ヒンジピン４ａを中心にシート４を回転させて倒立
させると、収納箱１８およびバッテリボックス１１が外部に露出する。そのため、シート
４を倒立させることにより、収納箱１８に対する荷物の出し入れやバッテリ１１ａの交換
等を容易に行うことができる。
【００１６】
　スクータ型車両１は、シート４の前方かつ下方に設けられた低床なフットボード２０を
備えている。フットボード２０は、略水平に延びる足載面２０ａを有している。なお、足
載面２０ａは、厳密には水平面から前方斜め下向きに若干傾いているが、このように僅か
な傾きがあっても実質的には水平と見なすことができる。
【００１７】
　スクータ型車両１は、フットボード２０の前方に配置されたフロントカバー体３０を備
えている。また、スクータ型車両１は、フロントカバー体３０の上方に配置され、ハンド
ル１６を覆う上側フロントカバー１７を備えている。フロントカバー体３０は、ダウンフ
レーム２ｂの上方およびヘッドパイプ２ａの後方を覆う後側カバー３１と、ダウンフレー
ム２ｂの下方（詳細には、ダウンフレーム２ｂよりも下）を覆い、前輪６の上方に位置す
る下側カバー３２と、下側カバー３２の上方でヘッドパイプ２ａの前方を覆う前側カバー
３３とを備えている。なお、これら後側カバー３１、下側カバー３２、および前側カバー
３３は、フロントカバー体３０の位置に基づいて概念的に分類したものであり、必ずしも
それらが別個に形成されていることを意味する訳ではない。すなわち、後側カバー３１、
下側カバー３２、および前側カバー３３は、それぞれ別体であってもよいが、それらの２
つ以上が一体物となっていてもよい。また、それらは、各々複数の部材からなっていても
よい。また、それら複数の部材のいずれか一つまたは二つ以上が他のものの一部または全
部と一体化されていてもよい。本実施形態では、下側カバー３２の前側部分と後側部分と
が別体に形成され、下側カバー３２の前側部分は前側カバー３３と一体化されている。
【００１８】
　後側カバー３１および下側カバー３２は、フットボード２０の前部から前方斜め上向き
に延び、ダウンフレーム２ｂの下部を囲う後部３２ｂと、後部３２ｂの上部から前方（な
お、ここで言う前方には、厳密に水平方向に沿った方向だけでなく、水平方向から斜め下
向きに延びる前方も含まれる。）へ延び、前輪６の上方を覆う前部３２ａとを有している
。これら前部３２ａおよび後部３２ｂは、前輪６から跳ね上げられる水や泥等が乗員の脚
に吹きかかることを防ぐ泥除け体３２ｃを形成している。
【００１９】
　図１に示すように、前輪６は、リム６ａと、リム６ａに取り付けられたタイヤ６ｂとを
有している。泥除け体３２ｃの前部３２ａの前端３２ｄは、リム６ａの前端６ｃよりも前
方に位置している。また、泥除け体３２ｃの前部３２ａの前端３２ｄは、前輪６の上端６
ｄと略等しい高さに位置している。
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【００２０】
　泥除け体３２ｃの後部３２ｂは、フットボード２０の前部から略垂直に立ち上がる左側
および右側の縦壁３４と、縦壁３４の上部から前方斜め上向きに延びる足載壁３５と、側
面から見て各足載壁３５の前方斜め下に位置しかつ前方斜め上向きに延びる下縁３６とを
有している。なお、縦壁３４は必ずしも必要ではなく、適宜省略することも可能である。
すなわち、フットボード２０と足載壁３５とは連続していてもよい。図６に示すように、
側面から見て、足載壁３５の水平方向からの傾斜角θ１は、下縁３６の水平方向からの傾
斜角θ２よりも小さくなっている。すなわち、下縁３６よりも足載壁３５の方が、傾斜が
緩やかになっている。
【００２１】
　なお、左右の足載壁３５は、水平面に対する傾斜角度が互いに等しくなっている。すな
わち、左側の足載壁３５の傾斜角θ１と右側の足載壁３５の傾斜角θ１とは互いに等しく
、左右の足載壁３５は同一の仮想面上に位置している。ただし、足載壁３５の具体的形状
は特に限定されない。足載壁３５は、本実施形態のように略平面状に形成されたものに限
らず、例えば湾曲面状に形成されていてもよい。図６に示すように、側面から見て、足載
壁３５の延長線Ｌ１とフロントフォーク３の長手方向に延びる線Ｌ２とは、略直交してい
る。図７に示すように、足載壁３５の上面には、凹み３５ａが形成されている。言い換え
ると、足載壁３５の上面には凹凸が形成されている。
【００２２】
　図６に示すように、シート４は、側面から見て前方に突出する突出端４ｂを有している
。側面から見て、シート４の突出端４ｂと足載壁３５の下端３５ｂとを結んだ直線Ｌ３と
足載壁３５（言い換えると直線Ｌ１）とのなす角θ３は、９０度以上となっている。図６
に示すように、縦壁３４の上下方向長さＭ１は、足載壁３５の上下方向長さＭ２よりも短
くなっている。
【００２３】
　図１に示すように、後側カバー３１は、上記足載壁３５と、側面視で足載壁３５の上端
から後方へ突出した突部４０とを有している。なお、ここで突部４０とは、図８に示すよ
うに側面視において、後側カバー３１の輪郭を形成する前方斜め下向きの線を延長した仮
想線Ｌ４と、前方斜め上向きの線を延長した仮想線Ｌ５とよりも後方に突出している部分
を有する部分であり、突部４０の後端４０ｃは、上端４０ａと下端４０ｂとを結んだ線Ｌ
６よりも後方に位置する。図８における点Ｐ１は、線Ｌ４と線Ｌ５との交点を示している
。なお、突部４０の後端４０ｃは、必ずしも点状になっていなくてもよい。言い換えると
、突部４０の後側部分は、必ずしも鋭角に形成されていなくてもよい。例えば図１７（ａ
）に示すように、突部４０の後端４０ｃは、上下方向に幅を有していてもよい。すなわち
、突部４０の後端４０ｃは、線状になっていてもよい。また、突部４０の後側部分は、側
面視において直線状に形成されていてもよいし、図１７（ｂ）に示すように曲線状に形成
されていてもよい。
【００２４】
　図１８は、フロントカバー体３０の突部４０の後端４０ｃを含んだ水平断面の図である
。図１８に示すように、突部４０の後端４０ｃは、後側カバー３１のうち最も車両幅方向
（図１８の上下方向）の外方に位置している。
【００２５】
　図３に示すように、正面視において、突部４０の後端４０ｃは、フロントカバー体３０
のうち最も車両幅方向の外方に位置する部分となっている。突部４０の後端４０ｃは、後
側カバー３１の上側の後端３１ａよりも車両幅方向の外方に位置している。なお、図３に
おいて、直線Ｌ８は後側カバー３１の後端３１ａを通る垂直線を表している。突部４０の
後端４０ｃは、この直線Ｌ８よりも外方に位置している。また、図９に示すように、側面
視において、突部４０の後端４０ｃは、後側カバー３１の上側の後端３１ａと下側の後端
３１ｂとを繋いだ線Ｌ７よりも前方に位置する。また、突部４０の後端４０ｃは、後側カ
バー３１の上側の後端３１ａと下側の後端３１ｂとの上下方向の中間位置３１ｃよりも上
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方に位置している。突部４０の後端４０ｃは、前輪６の後端６ｅよりも後方に位置してい
る。
【００２６】
　図１に示すように、突部４０の車両幅方向の外方の表面には、段差部４１が形成されて
いる。図１０に示すように、段差部４１は斜め上方に凹んでいる。なお、段差部４１の個
数は特に限定されない。
【００２７】
　図１および図４に示すように、スクータ型車両１は、シート４とエンジンユニット５と
の間の空間７０（図１１参照）の車両幅方向の左側および右側を区画する左側および右側
のサイドカバー７を備えている。図１１に示すように、サイドカバー７は、車両幅方向に
切った断面で見たときに、車両幅方向（図１１の左右方向）に突出する突出部７１を有し
ている。図１に示すように、サイドカバー７の突出部７１が車両前後方向に連なって形成
される線は、車両の側面から見て後ろ上がりに傾斜している。なお、突出部７１が連なっ
て形成される線は、必ずしも明瞭な線でなくても構わない。本実施形態のように、突出部
７１が車両幅方向の外方に向かって尖っている場合には、明瞭な線が表れる。しかし、突
出部７１が尖っていない場合、例えば緩やかに湾曲しているような場合等では、明瞭な線
は表れない。このような場合であっても、最も車両幅方向の外方に位置する部分を車両前
後方向につないだ線を想起することができ、このような線も、突出部７１が前後方向に連
なって形成される線と見なすことができる。また、突出部７１が車両前後方向に連なって
形成される線は、上下方向にある程度の幅を持っていてもよい。
【００２８】
　図１に示すように、収納箱１８の下部１８ａは、サイドカバー７の下縁７３から下方に
はみ出している。また、バッテリボックス１１の一部もサイドカバー７の下縁７３から下
方にはみ出している。なお、収納箱１８やバッテリボックス１１はスクータ型車両１の部
品の一例であり、他の部品の一部または全部がサイドカバー７の下縁７３から下方にはみ
出していてもよい。他の部品としては、例えば、リアクッションユニット９、燃料タンク
等も考えられる。また、車体フレーム２の一部がサイドカバー７の下縁７３から下方には
み出していてもよい。このように、サイドカバー７の下縁７３から下方にはみ出す部品ま
たは部分は特に限定されず、例えば、車体フレームや上側リアクッションブラケット１２
等であってもよい。
【００２９】
　図４に示すように、左側のサイドカバー７の後端部と右側のサイドカバー７の後端部と
の間には、テールライト１０が配置されている。テールライト１０の下方には、反射板８
７が設けられている。
【００３０】
　スクータ型車両１は、ライセンスプレート８０を支持するライセンスプレートブラケッ
ト８を備えている。ライセンスプレートブラケット８は、テールライト１０よりも下方に
位置するように車体フレーム２に支持されている。ライセンスプレートブラケット８は、
車体フレーム２に直接接合されていてもよく、直接取り付けられていてもよい。また、ブ
ラケット等の取付部材を介して間接的に取り付けられていてもよい。ライセンスプレート
ブラケット８は、テールライト１０の下方に配置された後部８２と、後部８２の左側およ
び右側から前方に延びる左側および右側の側部８１とを備えている。後部８２と両側部８
１とは一体化されており、後部８２は両側部８１を連結している。図５に示すように、平
面視において、左側および右側の側部８１は、後部８２から前方に向かって末広がり状に
延びている。なお、図１２に示すように、ライセンスプレート８０は後部８２に取り付け
られる。
【００３１】
　図１に示すように、側部８１は、サイドカバー７の下縁７３に沿って延びている。側部
８１は、サイドカバー７の下縁７３から下方にはみ出した収納箱１８の一部、すなわち収
納箱１８の下部１８ａの後側部分を覆っている。また、側部８１は、サイドカバー７の下
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縁７３から下方にはみ出したバッテリボックス１１の一部も覆っている。なお、側部８１
が覆うものは、スクータ型車両１の部品に限らず、車体フレーム２の一部であってもよい
。
【００３２】
　図１２に示すように、側面視において、リアクッションユニット９の上側リアクッショ
ンブラケット１２の支持部分９ａは、ライセンスプレートブラケット８の側部８１よりも
下方に位置している。したがって、上記支持部分９ａは側方に露出している。なお、リア
クッションユニット９の支持部分９ａは、後述するリアフェンダー５４よりも上方に位置
している。
【００３３】
　図１２に示すように、ライセンスプレートブラケット８は、車両上下方向の長さｈ１が
車両前後方向の長さｈ２よりも短くなっている。また、ライセンスプレートブラケット８
は、車両上下方向の長さｈ１が車両幅方向の長さｈ３（図５参照）よりも短くなっている
。図１２に示すように、このライセンスプレートブラケット８は、ライセンスプレート８
０が取り付けられたときにライセンスプレートブラケット８の後部８２の下端８２ａがラ
イセンスプレート８０の下端８０ａよりも上方に位置するように形成されている。なお、
ライセンスプレートブラケット８の下端８２ａは、ライセンスプレートブラケット８の後
端ともなっている。このライセンスプレートブラケット８の後端８２ａは、テールライト
１０の後端１０ａよりも前方に位置している。
【００３４】
　ライセンスプレートブラケット８の側部８１には、リアフラッシャー８４が取り付けら
れている。すなわち、左側および右側のリアフラッシャー８４は、左側および右側のライ
センスプレートブラケット８にそれぞれ支持されている。リアフラッシャー８４は、ライ
センスプレートブラケット８の側部８１から車両幅方向の外方に突出している。図５に示
すように平面視において、リアフラッシャー８４は、少なくともその一部がサイドカバー
７の突出部７１によって隠されるように、突出部７１と重なった位置に配置されている。
【００３５】
　また、図１２に示すように側面視において、リアフラッシャー８４は、車体の後側の輪
郭線よりも前方に配置されている。言い換えると、リアフラッシャー８４は、テールライ
ト１０とライセンスプレートブラケット８とで形成される後側の輪郭線よりも前方に配置
されている。詳細には、リアフラッシャー８４の後端８４ａは、上記輪郭線よりも前方に
位置している。なお、本実施形態ではライセンスプレートブラケット８は、ライセンスプ
レート８０を照らすライト（図示せず）を支持する照明部８３を備えている。照明部８３
は後部８２に一体的に形成され、後部８２の上部から後方に突出している。ただし、照明
部８３は必ずしも必要ではなく、例えば、テールライト１０の光を利用してライセンスプ
レート８０を照らすことも可能である。そこで、図１３に示すように、テールライト１０
と、ライセンスプレートブラケット８のうち照明部８３を無視した部分とで、車体の後側
の輪郭線ＢＬ（図１３における太線）が形成されていると見なすことができる。リアフラ
ッシャー８４の後端８４ａは、側面視において上記輪郭線ＢＬよりも前方に位置している
。
【００３６】
　図１３に示すように側面視において、テールライト１０とライセンスプレートブラケッ
ト８の後部８２とは、所定の谷間位置８５から後方斜め上向きおよび後方斜め下向きに延
びる略横Ｖ字型を形成している。リアフラッシャー８４の車両前後方向の中間位置８４ｍ
は、谷間位置８５よりも前方に位置している。図５に示すように平面視において、リアフ
ラッシャー８４は、サイドカバー７のうち最も車両幅方向の外方に位置する外端７２より
も車両幅方向の内方に位置している。言い換えると、フラッシャー８４の外端８４ｂは、
サイドカバー７の外端７２を通る車両前後方向に延びる線Ｌ９よりも、車両幅方向の内方
に位置している。
【００３７】
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　図１２に示すように、ライセンスプレートブラケット８の側部８１は、テールライト１
０よりも前方に位置している。リアフラッシャー８４は、テールライト１０よりも前方に
位置するように側部８１に取り付けられている。より詳細には、リアフラッシャー８４の
後端８４ａは、テールライト１０の後端１０ａよりも前方に位置している。図１４に示す
ように、ライセンスプレートブラケット８の側部８１には、車両幅方向に切った断面で見
たときに車両幅方向の内方に凹んだ凹部８１ａが形成されている。リアフラッシャー８４
は、この凹部８１ａに取り付けられている。リアフラッシャー８４は、ライセンスプレー
トブラケット８の側部８１から側方に突出する特別な支持部を介することなく、側部８１
に直接取り付けられている。
【００３８】
　ただし、ライセンスプレートブラケット８の側部８１の形状は特に限定される訳ではな
い。図１５に示すように、ライセンスプレートブラケット８に側部８１から側方に突出す
る支持部８６を設け、この支持部８６にリアフラッシャー８４を支持するようにしてもよ
い。なお、このような場合であっても、リアフラッシャー８４は、平面視においてその一
部がサイドカバー７の突出部７１によって隠されるように、突出部７１と重なった位置に
配置される。
【００３９】
　図１に示すように、後輪５３の上方には、リアフェンダー５４が設けられている。リア
フェンダー５４は、前後方向に関して後輪５３の中心５３ｃよりも前方の位置から、後輪
５３の後端の位置Ｔよりも後方に延びている。具体的には、リアフェンダー５４は、エン
ジンユニット５のクランクケース（図示せず）の後方近傍の位置から後方に延び、後輪５
の後端位置Ｔよりも後方に延びている。リアフェンダー５４は、後輪５３の形状に沿った
形状に形成されている。すなわち、リアフェンダー５４は、側面から見て略円弧状に形成
されている。
【００４０】
　図４に示すように、リアフェンダー５４は、後輪５３の上方および左右両方向の一部を
覆うフェンダー本体５４ａと、フェンダー本体５４ａから左方および右方に突出した側片
部５４ｂと、フェンダー本体５４ａの下側から後方斜め下向きに突出した下片部５４ｃと
を備えている。図１に示すように、リアフェンダー５４の後部の下端、すなわち下片部５
４ｃの下端５４ｄは、ライセンスプレートブラケット８の後部８２の下端８２ａよりも下
方に位置している。なお、リアフェンダー５４の後部とは、リアフェンダー５４の前後方
向中間位置よりも後側の部分をいう。側片部５４ｂおよび下片部５４ｃも、ライセンスプ
レートブラケット８の下端８２ａよりも下方に位置している。リアフェンダー５４の上端
は、ライセンスプレートブラケット８の上端と略等しい高さに位置している。
【００４１】
　＜実施形態の効果＞
　以上のように、本実施形態に係るスクータ型車両１では、フロントカバー体３０の後側
カバー３１が、フットボード２０の前方にて前方斜め上向きに延びる左右の足載壁３５と
、側面視で足載壁３５の上端から後方へ突出した突部４０とを有している。図９に示すよ
うに側面視において、突部４０の後端４０ｃは、後側カバー３１の上側の後端３１ａと下
側の後端３１ｂとを繋いだ線Ｌ７よりも前方に位置している。また、突部４０の後端４０
ｃは、後側カバー３１の上側の後端３１ａと下側の後端３１ｂとの上下方向の中間位置３
１ｃよりも上方に位置している。
【００４２】
　本実施形態によれば、フロントカバー体３０の下側カバー３２で前輪６の上方を覆って
いるので、フロントカバー体３０と別体のフロントフェンダーを別途設ける必要がなく、
フロントカバー体３０をより前方に配置することができる。したがって、図１６に示すよ
うに、乗員１００は膝の屈曲角度αおよび足の屈曲角度βを大きく確保することができる
。なお、図１６において、符号１０１、１０２、１０３、１０４、１０５は、それぞれ乗
員１００の脚、膝、上腿部、下腿部、足部を表している。このように、乗員１００は脚１
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０１の全体を比較的伸ばした姿勢で乗車することができるので、乗車姿勢に関する快適性
を向上させることができる。一方、後側カバー３１には上記突部４０が設けられているの
で、走行風によって雨や泥等が後側カバー３１の裏側に回り込むことを抑制することがで
きる。そのため、雨等に関する快適性を高めることができる。さらに、突部４０を設けて
はいるが、図９に示すように、突部４０は後側カバー３１の上側の後端３１ａと下側の後
端３１ｂとを繋いだ線Ｌ７よりも前方に位置するので、乗員１００が足載壁３５に足１０
５を置いたときに上記突部４０により乗車姿勢に関する快適性が低下することを抑制でき
る（図１６参照）。したがって、本実施形態によれば、雨等に関する快適性と乗車姿勢に
関する快適性とを高い次元で両立させることができる。
【００４３】
　また、本実施形態によれば、左側の足載壁３５と右側の足載壁３５とは、水平面に対す
る傾斜角度が互いに等しい。すなわち、両足載壁３５は同一の仮想面上に位置している。
そのため、左右の足を足載壁３５に載せた際に、両膝の開き具合を適度に保つことが容易
になる。すなわち、両膝が外側へ開きすぎることや内側へ閉じすぎるようなことがなく、
より自然な姿勢で乗車することができる。したがって、乗車時の快適性をさらに向上させ
ることができる。
【００４４】
　また、本実施形態によれば、フロントカバー体３０の突部４０における車両幅方向の外
方の表面に、斜め上方に凹んだ段差部４１が形成されている。これにより、走行風を受け
て後側カバー３２の表面に沿って裏側に回り込もうとする雨等の水滴の流れを、上記段差
部４１で効果的に阻止することができる。したがって、雨等が乗員１００の脚１０１に吹
きかかることがさらに抑制されるので、雨等に関する快適性をより一層向上させることが
できる。
【００４５】
　図９に示すように、後側カバー３２の突部４０の後端４０ｃは、側面視において前輪６
の後端６ｅよりも後方に位置している。このように、突部４０が比較的後方にまで延びて
いるので、雨等がフロントカバー体３０の裏側に回りこむことをより効果的に抑制するこ
とができる。したがって、雨等に関する快適性をさらに向上させることができる。
【００４６】
　図３に示すように、突部４０は、フロントカバー体３０のうち最も車両幅方向の外方に
位置する部分となっている。したがって、雨等に関する快適性をより向上させることがで
きる。
【００４７】
　図７に示すように、足載壁３５の上面には、凹み３５ａが形成されている。したがって
、足載壁３５の上面が滑りにくくなり、乗員１００は足載壁３５の上に足１０５をしっか
りと保持することが容易となる。そのため、乗車時の快適性を向上させることができる。
【００４８】
　図１に示すように、下側カバー３２の前端３２ｄは、前輪６のリム６ａの前端６ｃより
も前方に位置している。このように、下側カバー３２は、より前方に配置されている。し
たがって、フロントカバー体３０と別体のフロントフェンダーを別途設けなくても、下側
カバー３２の泥除け性能が高いので、雨等に関する快適性を向上させることができる。
【００４９】
　また、下側カバー３２の前端３２ｄは、前輪６の上端６ｄと略等しい高さに位置してい
る。このように、下側カバー３２は、より下方にまで延びている。したがって、フロント
カバー体３０と別体のフロントフェンダーを設けなくても、十分な泥除け性能を発揮する
ことができる。よって、雨等に関する快適性を向上させることができる。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　本発明は、スクータ型車両等の鞍乗型車両について有用である。
【図面の簡単な説明】
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【００５１】
【図１】スクータ型車両の左側面図である。
【図２】スクータ型車両の右側面図である。
【図３】スクータ型車両の正面図である。
【図４】スクータ型車両の背面図である。
【図５】スクータ型車両の平面図である。
【図６】スクータ型車両の右側面図である。
【図７】足載壁の斜視図である。
【図８】後側カバーの突部の側面図である。
【図９】スクータ型車両の右側面図である。
【図１０】図９のＸ－Ｘ線断面図である。
【図１１】図１のＸＩ－ＸＩ線断面図である。
【図１２】ライセンスプレートブラケットの左側面図である。
【図１３】ライセンスプレートブラケットの左側面図である。
【図１４】図１３のＸＩＶ－ＸＩＶ線断面図である。
【図１５】変形例に係るスクータ型車両の背面図である。
【図１６】スクータ型車両の左側面図である。
【図１７】（ａ）および（ｂ）は、変形例に係る図８相当図である。
【図１８】後側カバーの水平断面図である。
【図１９】（ａ）および（ｂ）は、従来のスクータ型車両の部分側面図である。
【符号の説明】
【００５２】
　１　　　スクータ型車両（自動二輪車）
　２　　　車体フレーム
　２ａ　　ヘッドパイプ
　２ｂ　　ダウンフレーム
　２ｃ　　下部フレーム
　２ｄ　　シートレール
　３　　　フロントフォーク
　４　　　シート
　５　　　エンジンユニット
　６　　　前輪
　２０　　フットボード
　３０　　フロントカバー体
　３１　　後側カバー
　３２　　下側カバー
　３３　　前側カバー
　３４　　縦壁
　３５　　足載壁
　４０　　突部
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(15) JP 2010-126055 A 2010.6.10

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月16日(2009.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前輪と、
　前記前輪を支持するフロントフォークと、
　前記フロントフォークを回転可能に支持するヘッドパイプと、前記ヘッドパイプから後
方斜め下向きに延びるダウンフレームと、前記ダウンフレームの下部から後方に延びる下
部フレームと、前記下部フレームの後部から後方斜め上向きに延びるシートレールと、を
有する車体フレームと、
　前記シートレールの上方に配置されたシートと、
　少なくとも一部が前記シートの下方かつ前方であって前記下部フレームの上方に配置さ
れたフットボードと、
　前記ダウンフレームの上方および前記ヘッドパイプの後方を覆う後側カバーと、前記ダ
ウンフレームの下方を覆い、前記前輪との間に別体のフロントフェンダーを介することな
く前記前輪の上方に位置する下側カバーと、前記下側カバーの上方で前記ヘッドパイプの
前方を覆う前側カバーとを有し、前記フットボードの前方に設けられたフロントカバー体
と、を備え、
　前記後側カバーは、前記フットボードの前方にて前方斜め上向きに延びる左側および右
側の足載壁と、前記後側カバーの側縁部分に位置しかつ側面視で前記各足載壁の上端から
後方へ突出する突部と、前記突部よりも上方かつ後方に位置するとともに、前記後側カバ
ーの側縁部分の上側の後端に位置する上側後端と、前記突部よりも下方かつ後方に位置す
るとともに、前記後側カバーの側縁部分の下側の後端に位置する下側後端とを有し、
　前記突部の後端は、前記後側カバーの当該突部を含む水平断面において最も車両幅方向
の外方に位置し、
　側面視において、前記突部の後端は、前記後側カバーの前記上側後端と前記下側後端と
を繋いだ線よりも前方に位置するとともに、前記後側カバーの前記上側後端と前記下側後
端との上下方向の中間位置よりも上方に位置し、
　前記突部の一部は、側面視において、前記後側カバーの側縁部分の輪郭を形成する前方
斜め下向きの線を延長した仮想線と、前記輪郭を形成する前方斜め上向きの線を延長した
仮想線との交点に対して、水平方向の後方に位置している、鞍乗型車両。
【請求項２】
　前記左側および右側の足載壁は、水平面に対する傾斜角度が互いに等しい、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【請求項３】
　前記フロントカバー体の前記突部における車両幅方向の外方の表面に、斜め上方に凹ん
だ段差部が形成されている、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【請求項４】
　前記後側カバーの前記突部の後端は、側面視において前記前輪の後端よりも後方に位置
している、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【請求項５】
　前記後側カバーの突部は、正面視において前記フロントカバー体のうち最も車両幅方向
の外方に位置している、



(18) JP 2010-126055 A 2010.6.10

　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【請求項６】
　前記足載壁の上面に凹凸が形成されている、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【請求項７】
　前記前輪は、リムと、前記リムに取り付けられたタイヤとを有し、
　前記下側カバーの前端は、前記リムの前端よりも前方に位置している、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【請求項８】
　前記下側カバーの前端は、前記前輪の上端と略等しい高さに位置している、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明に係る鞍乗型車両は、前輪と、前記前輪を支持するフロントフォークと、前記フ
ロントフォークを回転可能に支持するヘッドパイプと、前記ヘッドパイプから後方斜め下
向きに延びるダウンフレームと、前記ダウンフレームの下部から後方に延びる下部フレー
ムと、前記下部フレームの後部から後方斜め上向きに延びるシートレールと、を有する車
体フレームと、前記シートレールの上方に配置されたシートと、少なくとも一部が前記シ
ートの下方かつ前方であって前記下部フレームの上方に配置されたフットボードと、前記
ダウンフレームの上方および前記ヘッドパイプの後方を覆う後側カバーと、前記ダウンフ
レームの下方を覆い、前記前輪との間に別体のフロントフェンダーを介することなく前記
前輪の上方に位置する下側カバーと、前記下側カバーの上方で前記ヘッドパイプの前方を
覆う前側カバーとを有し、前記フットボードの前方に設けられたフロントカバー体と、を
備え、前記後側カバーは、前記フットボードの前方にて前方斜め上向きに延びる左側およ
び右側の足載壁と、前記後側カバーの側縁部分に位置しかつ側面視で前記各足載壁の上端
から後方へ突出する突部と、前記突部よりも上方かつ後方に位置するとともに、前記後側
カバーの側縁部分の上側の後端に位置する上側後端と、前記突部よりも下方かつ後方に位
置するとともに、前記後側カバーの側縁部分の下側の後端に位置する下側後端とを有し、
前記突部の後端は、前記後側カバーの当該突部を含む水平断面において最も車両幅方向の
外方に位置し、側面視において、前記突部の後端は、前記後側カバーの前記上側後端と前
記下側後端とを繋いだ線よりも前方に位置するとともに、前記後側カバーの前記上側後端
と前記下側後端との上下方向の中間位置よりも上方に位置し、前記突部の一部は、側面視
において、前記後側カバーの側縁部分の輪郭を形成する前方斜め下向きの線を延長した仮
想線と、前記輪郭を形成する前方斜め上向きの線を延長した仮想線との交点に対して、水
平方向の後方に位置しているものである。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　図３に示すように、正面視において、突部４０の後端４０ｃは、フロントカバー体３０
のうち最も車両幅方向の外方に位置する部分となっている。突部４０の後端４０ｃは、後
側カバー３１の上側の後端３１ａよりも車両幅方向の外方に位置している。なお、図３に
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おいて、直線Ｌ８は後側カバー３１の後端３１ａを通る垂直線を表している。突部４０の
後端４０ｃは、この直線Ｌ８よりも外方に位置している。また、図９に示すように、側面
視において、突部４０の後端４０ｃは、後側カバー３１の上側の後端３１ａと下側の後端
３１ｂとを繋いだ線Ｌ７よりも前方に位置する。また、突部４０の後端４０ｃは、後側カ
バー３１の上側の後端３１ａと下側の後端３１ｂとの上下方向の中間位置３１ｃよりも上
方に位置している。突部４０の後端４０ｃは、前輪６の後端６ｅよりも後方に位置してい
る。なお、上記上側の後端３１ａは、突部４０よりも上方かつ後方に位置するとともに、
後側カバー３１の側縁部分の上側の後端に位置する部分のことである。また、上記下側の
後端３１ｂは、突部４０よりも下方かつ後方に位置するとともに、後側カバー３１の側縁
部分の下側の後端に位置する部分のことである。
【手続補正書】
【提出日】平成21年7月31日(2009.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前輪と、
　前記前輪を支持するフロントフォークと、
　前記フロントフォークを回転可能に支持するヘッドパイプと、前記ヘッドパイプから後
方斜め下向きに延びるダウンフレームと、前記ダウンフレームの下部から後方に延びる下
部フレームと、前記下部フレームの後部から後方斜め上向きに延びるシートレールと、を
有する車体フレームと、
　前記シートレールの上方に配置されたシートと、
　ハンドルを覆う上側フロントカバーと、
　少なくとも一部が前記シートの下方かつ前方であって前記下部フレームの上方に配置さ
れ、略水平に延びるフットボードと、
　前記ダウンフレームの上方および前記ヘッドパイプの後方を覆い、上部が前記上側フロ
ントカバーの下方に配置され且つ下部が前記フットボードの前部に接続された後側カバー
と、前記ダウンフレームの下方を覆い、前記前輪との間に別体のフロントフェンダーを介
することなく前記前輪の上方に位置する下側カバーと、前記下側カバーの上方で前記ヘッ
ドパイプの前方を覆う前側カバーとを有し、前記フットボードの前方に設けられたフロン
トカバー体と、を備え、
　前記後側カバーは、前記フットボードの前方にて前方斜め上向きに延びる左側および右
側の足載壁と、前記後側カバーの側縁部分に位置しかつ側面視で前記各足載壁の上端から
後方へ突出する突部と、前記突部よりも上方かつ後方に位置するとともに、前記後側カバ
ーの側縁部分の上側の後端に位置する上側後端と、前記突部よりも下方かつ後方に位置す
るとともに、前記後側カバーの側縁部分の下側の後端に位置する下側後端とを有し、
　前記突部の後端は、前記後側カバーの当該突部を含む水平断面において最も車両幅方向
の外方に位置し、
　側面視において、前記突部の後端は、前記後側カバーの前記上側後端と前記下側後端と
を繋いだ線よりも前方に位置するとともに、前記後側カバーの前記上側後端と前記下側後
端との上下方向の中間位置よりも上方に位置し、
　前記突部の一部は、側面視において、前記後側カバーの側縁部分の輪郭を形成する前方
斜め下向きの線を延長した仮想線と、前記輪郭を形成する前方斜め上向きの線を延長した
仮想線との交点に対して、水平方向の後方に位置している、鞍乗型車両。
【請求項２】
　前記左側および右側の足載壁は、水平面に対する傾斜角度が互いに等しい、
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　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【請求項３】
　前記フロントカバー体の前記突部における車両幅方向の外方の表面に、斜め上方に凹ん
だ段差部が形成されている、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【請求項４】
　前記後側カバーの前記突部の後端は、側面視において前記前輪の後端よりも後方に位置
している、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【請求項５】
　前記後側カバーの突部は、正面視において前記フロントカバー体のうち最も車両幅方向
の外方に位置している、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【請求項６】
　前記足載壁の上面に凹凸が形成されている、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【請求項７】
　前記前輪は、リムと、前記リムに取り付けられたタイヤとを有し、
　前記下側カバーの前端は、前記リムの前端よりも前方に位置している、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
【請求項８】
　前記下側カバーの前端は、前記前輪の上端と略等しい高さに位置している、
　請求項１に記載の鞍乗型車両。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明に係る鞍乗型車両は、前輪と、前記前輪を支持するフロントフォークと、前記フ
ロントフォークを回転可能に支持するヘッドパイプと、前記ヘッドパイプから後方斜め下
向きに延びるダウンフレームと、前記ダウンフレームの下部から後方に延びる下部フレー
ムと、前記下部フレームの後部から後方斜め上向きに延びるシートレールと、を有する車
体フレームと、前記シートレールの上方に配置されたシートと、ハンドルを覆う上側フロ
ントカバーと、少なくとも一部が前記シートの下方かつ前方であって前記下部フレームの
上方に配置され、略水平に延びるフットボードと、前記ダウンフレームの上方および前記
ヘッドパイプの後方を覆い、上部が前記上側フロントカバーの下方に配置され且つ下部が
前記フットボードの前部に接続された後側カバーと、前記ダウンフレームの下方を覆い、
前記前輪との間に別体のフロントフェンダーを介することなく前記前輪の上方に位置する
下側カバーと、前記下側カバーの上方で前記ヘッドパイプの前方を覆う前側カバーとを有
し、前記フットボードの前方に設けられたフロントカバー体と、を備え、前記後側カバー
は、前記フットボードの前方にて前方斜め上向きに延びる左側および右側の足載壁と、前
記後側カバーの側縁部分に位置しかつ側面視で前記各足載壁の上端から後方へ突出する突
部と、前記突部よりも上方かつ後方に位置するとともに、前記後側カバーの側縁部分の上
側の後端に位置する上側後端と、前記突部よりも下方かつ後方に位置するとともに、前記
後側カバーの側縁部分の下側の後端に位置する下側後端とを有し、前記突部の後端は、前
記後側カバーの当該突部を含む水平断面において最も車両幅方向の外方に位置し、側面視
において、前記突部の後端は、前記後側カバーの前記上側後端と前記下側後端とを繋いだ
線よりも前方に位置するとともに、前記後側カバーの前記上側後端と前記下側後端との上
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下方向の中間位置よりも上方に位置し、前記突部の一部は、側面視において、前記後側カ
バーの側縁部分の輪郭を形成する前方斜め下向きの線を延長した仮想線と、前記輪郭を形
成する前方斜め上向きの線を延長した仮想線との交点に対して、水平方向の後方に位置し
ているものである。
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